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◆今日のビタミン　短歌添え
◆真鶴（まなづる）
◆恋は、あなたのすべてじゃない
◆絵のある人生
◆勘違いことばの辞典
◆パパママつくって！かわいい段ボール家具

◆用寛さんのおはなしめいろ
◆いとしのウルトラマン
◆パイがいっぱい
◆しりたがりやのこぶたくん
◆きっと天使だよ
◆どーこだどこだ

東　　直子/著
川上　弘美/著
石田　衣良/著
安野　光雅/著
西谷　裕子/編

石倉ヒロユキ/著

杉山　亮/さく
宮西達也/作・絵
和田　　誠/著
ジーン・バン・ルーワン/さく
ミーノ・ミラーニ/作
カズコ　Ｇ．ストーン/さく

◆Ｋの日々
◆赤い手袋の奇跡
◆幸福論
◆プーさんの鼻
◆世界でいちばん面白い英米文学講義
◆子供と一緒にメシ炊け！だしとれ！食育道場

◆絵本版　星の王子さま
◆ひゅるりとかぜがふくおかで
◆そらとぶこくばん
◆てんきよほうかぞえうた
◆おっきょちゃんとかっぱ
◆へんしんコンサート

大沢　在昌/著
カレン・キングズベリー/著
須藤　元気/著
俵　　万智/著
エリオット・エンゲル/著

菱沼　孝之/著

アントワヌ・ド・サン＝テグジュペリ/著
ふくだとしお/さく
ねじめ正一/さく
岸田　衿子/作
長谷川摂子/ぶん
あきやまただし/作・絵

※その他にも新着図書が入っています。
　また、新着図書一覧表を図書館・図書室のカウンターに置いています。ご利用下さい。

恋愛事典
　寺山修司/著　新風舎
「恋する人のことば」をテーマに寺山修司の全
著作の中から、恋にまつわる詩、エッセイ、童話、
短歌をあつめた本です。恋愛のいろんな気分
にあわせて、雑誌をめくるように自由にペー
ジを開いてみてください。

ふゆめがっしょうだん
冨成忠夫・茂木透/写真　長新太/文
福音館書店
どの写真も木の芽の冬姿を拡大して写したもの
です。コアラの顔や帽子をかぶった子どもの顔に
似ていたり…。実は、落葉した葉の柄がついてい
た跡です。冬の公園や雑木林でちょっと注意して
見てください。いろんな顔に出会えますよ。
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■図書館カレンダー　1月
は休館日です

岸本公民館図書室から

《恋する伊勢物語　上・下》
俵　万智/著
埼玉福祉会

　不倫あり、ナンパあり、妻公認の
浮気あり、おばあちゃんの恋あり。
もう何でもありの恋愛心理カタログ
です。
　伊勢物語で詠まれた歌の、本歌取
りによる短歌も収録してあります。

《すらすら読める徒然草》
中野孝次/著
講談社

　全二百四十三段からなる徒然草の
中から、著者みずからを励ましてき
たものを五十九段取り上げた本です。
　兼好独自の哲学は今の社会にも
通じます。
　口語訳・ルビ付き原文・解説つき
で入門書としてもおすすめです。

《百人一首　王朝人たちの名歌百選》
大岡信/〔著〕
世界文化社　　　　　　　　

　歌に詠まれた地名にちなんだ写
真を豊富に収録してあります。
　その土地に行っているような、そ
して行ってみたくなるような百人一
首解説書です。

《三国志》
三田村信行/文
ポプラ社

　時は二世紀末の後漢の世。
乱れた世の中を立て直そうと
関羽・張飛とともに立ちあがった
青年、劉備。
　中国の大地を舞台にくりひろげ
られる、壮大な歴史物語です。

《子ども版　声に出して読みたい日本語6》
春はあけぼの祇園精舎の鐘の声

斎藤孝/編
　　草思社
　古文には現代の日本語にはな
い語感やニュアンスがあります。
　この本で『枕草子』や『徒然
草』などの一文にふれ、古文の
言語感覚を味わってみてください。

《ジュニア版　水滸伝》
施耐庵/原作
汐文社

　『水滸伝』は、中国古典の傑作
といわれる物語です。時は宋の時代。
伏魔殿に閉じ込められていた魔王
たちが、突然諸国に散っていきま
した。
　そして魔王たちは豪傑に変身し、
強きをくじき弱きを助けるという
痛快な冒険物語です。

　文学作品が時代を超えて読み継がれるのは、「永遠の新しさ」を持っているからです。それは、いつの時
代の人々にも感動・共鳴・発見を与えてくれるという意味です。そのような文学を「古典」と言います。
　故きを温（たず）ね、新しきを知る ― きっと、現代社会に生きる私たちへのヒントが見つかるでしょう。

　きないや祭時に、絵本のよみきかせ『おはなし
のもり』のスペシャル版を開催しました。当日は、
小雨も降り肌寒い日でしたが、約 90名の親子が参
加され、会場は熱気につつまれました。
　当日は、おはなしのもりのボランティアさんに
よる「ペープサート（紙人形劇）」「大型紙しばい」「大
型えほん」を聞いたあと、『火ようの会』のみなさ
んによる「人形劇：ねずみのよめいり」を観劇し、
親子で楽しい絵本の時間を過ごされたようでした。

　おはなしのもりがスタートして早 14年。第 1期
生は今年成人式を迎えました。その間、子ども達を
とりまく環境は、大変なスピードで変化してきました。
そんなめまぐるしい変化の中にありながら、子ども
達がおはなしを聞いている姿は、この 14年間ずっ
と変わっていないのです。
　絵本を見ながら笑ったり、肩をすくめたり、「後
ろにいるよ！」と叫んだり。子ども達のドキドキ・
ワクワク・ハラハラ感がいつも伝わってくるのです。
そんな子ども達の顔は本当に輝いています。
　ステキな本に出会ってほしいという想いと共に、
みんなの笑顔に会いたくて、これからも絵本や紙芝
居をかかえてみんなの所に出かけたいと思います。
　絵本やおはなしの好きな方、一緒に絵本を読んで
みませんか？興味のある方は、岸本公民館まで気軽
に声をかけてみて下さい。
　　　　　　　　おはなしのもりスタッフ　Ｎ・Ｋ


